
◆
農
業
の
振
興

　

昨
年
10
月
に
世
界
人
口
が
70
億
人
を
突
破

し
、
地
球
規
模
で
の
食
料
不
足
・
水
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
の
中
、
人
間
に
と
り
生
命

産
業
で
あ
る
農
業
の
国
際
競
争
力
の
向
上
を

め
ざ
し
、
今
後
と
も
「
攻
め
」
の
姿
勢
で
農

業
構
造
の
体
質
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
推
進
し
て
き

た
農
業
の
「
総
合
６
次
産
業
化
」
に
つ
い
て

は
、「
西
条
農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
」
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、
地
元
農
業
関

係
者
、
産
業
界
、
行
政
が
協
同
で
つ
く
り
あ

げ
る
農
業
活
性
化
モ
デ
ル
と
し
て
、
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
「
総
合
６
次
産
業
都
市
」
の

実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
食
の
創
造

　

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
西
条
産
品
の
高

付
加
価
値
化
、
販
路
拡
大
、
商
品
開
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
元
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
の

連
携
に
よ
り
魅
力
あ
る
「
食
」
の
情
報
を
発

信
し
ま
す
。

◆
産
業
観
光
の
開
拓

　

当
市
の
「
水
・
食
・
農
」
や
「
地
域
産
業
」

の
魅
力
を
観
光
資
源
と
し
た
産
業
観
光
の
開

拓
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
石
鎚
山
系
の
豊

か
な
自
然
、
西
条
ま
つ
り
、
鉄
道
歴
史
パ
ー

ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
な
ど
、
西
条
の
い
い
も
の

を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
促
進
し
ま
す
。

◆
林
業
の
振
興

　
「
木
製
都
市
構
想
」
の
下
、
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
大
学
等
と
の
能
動
的
な
連
携
に

よ
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
す
る
な
ど
、
人
材

育
成
と
森
林
資
源
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
去
る
２
月
８
日
に
、
東
京
都
港
区

と
「
間
伐
材
を
始
め
と
し
た
国
産
材
の
利
用

促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
を
西
条
産
木
材
の
販
路
拡
大

に
限
ら
ず
、
西
条
の
魅
力
を
首
都
圏
を
経
由

し
て
全
国
へ
情
報
発
信
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。（
８
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）

◆
水
産
業
の
振
興

　

漁
場
環
境
の
保
全
、
魚
介
類
の
種
苗
放
流

に
よ
る
水
産
資
源
の
増
大
、
水
産
加
工
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
等
を
進
め
ま
す
。

◆
商
業
の
振
興

　

商
工
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

域
特
性
を
活
か
し
た
商
業
の
活
性
化
や
各
地

域
に
形
成
さ
れ
た
商
店
街
を
核
と
す
る
、
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　

依
然
と
し
て
経
済
情
勢
が
厳
し
い
中
、

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
を
早
急
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携

の
下
、
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

就
業
機
会
の
創
出
と
地
元
企
業
の
人
材
確
保

を
支
援
し
ま
す
。

　
『
西
条
は
、
ま
ち
の
す
べ
て
が
、
学
び
の

キ
ャ
ン
パ
ス
』
の
基
本
理
念
の
下
、
当
市
の

恵
ま
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
た
「
西
条

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
事
業
」
を
推
進
し
、
大
学

等
と
の
教
育
・
研
究
交
流
を
通
じ
て
培
わ

れ
た
知
恵
と
工
夫
を
も
っ
て
、「
人
、
も
の
、

情
報
が
集
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
す
な

わ
ち
、「
西
条
の
魅
力
の
す
べ
て
が
ブ
ラ
ン

ド
と
な
る
戦
略
」
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
10
年
を
視
野
に
入
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ま
ち
が
持
ち
寄
っ
た
良
さ
を
再
発
見

し
、
西
条
の
魅
力
を
総
合
的
に
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

に
実
施
し
て
い
る
基
本
設
計
等
を
基
に
、
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
激
変
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、

市
役
所
が
よ
り
一
層
「
市
民
の
皆
様
の
役
に

立
て
る
と
こ
ろ
」
と
な
る
よ
う
、
市
職
員
の

意
識
改
革
と
能
力
増
強
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
際
感
覚
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

た
め
、
外
務
省
へ
職
員
を
派
遣
す
る
ほ
か
、

国
と
の
新
た
な
人
事
交
流
の
輪
を
広
げ
、
多

彩
な
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
24
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま

し
た
。
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
日
本

経
済
の
再
生
の
中
、
当
市
に
お
き
ま
し
て
も

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、

今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
と
、
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
姿
勢
を
も
っ
て
、
諸
施
策
を
着
実
に

実
行
し
、
西
条
の
元
気
ア
ッ
プ
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
西
条
の
輝
く
未
来
を
担
う
「
人

づ
く
り
」
と
「
し
く
み
づ
く
り
」、
そ
し
て

「
人
と
人
」「
組
織
と
組
織
」
等
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
チ
ー
ム
西
条
」

の
力
を
信
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
市
民

の
皆
様
一
人
一
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り
に
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
勇
気
を
も

っ
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様

方
の
温
か
い
ご
理
解
と
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲「西条農業革新都市総合特区」の指定を受けたことを
　機に、地域経済を牽引する「総合６次産業都市」の実
　現をめざします。
　（写真：昨年11月の「株式会社サンライズファーム
　　　　　西条開所式」の様子）

▲教育・研究交流協定を締結している大学等との連携に
　より、「フィールド大学事業」を推進します。
　（写真：京大大学院・小林正美教授と東予高校生に
　　　　　よる防災木製シェルターの共同制作）

平成24年度　施政方針

積
極
的
な
人
事
交
流
に
よ
る

多
彩
な
人
材
育
成
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